
 

 

 

 

 

 

平和について考える 
                              校長 清水由美子 

１２日に平和集会が行われました。「平和ってどんなことだろう。今は平和ですか？」と子ども

たちに問いかけると、「今の日本は戦争をしていないから平和だ」という答えが返ってきました。

一方で、ロシアによるウクライナ侵攻や内戦がおこっている地域もあることから、「世界全体を考

えると今は平和だとはいえない」「日本も平和とは言えない」と答える人もいました。 

私がこの集会で子どもたちに紹介したのは「へいわってすてきだね」という沖縄県与那国島の小

学校１年生が書いた詩です。この詩は 2013年に沖縄全戦没者追悼式で読まれたものです。 

 

『へいわってすてきだね』            安里有生（あさと ゆうき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和のために私たちができることは、これまでに起こった戦争や、ウクライナなど今、世界で起

こっている戦争を知ること。そして、家族や友達、学校など自分の周りで小さな平和を創ること、

そのためには自分もまわりの人も大切にしてほしいと子どもたちに伝えました。 

そのあと、４人の先生による絵本「ヒロシマのピアノ」（作：指田和子）の読み聞かせ（朗読）

を行いました。子どもたちは皆、最後まで静かに真剣に聴いていました。 

以前は、８月には戦争や平和に関する特別番組がいくつもテレビで放映されていたように感じま

す。しかし、終戦から 78年。戦争を体験した人の話を聞く機会も少なくなっていくことでしょう。

夏休みには、子どもの発達段階に応じて、お子さんと一緒に戦争や平和の絵本を読んだり、『NHK for 

school』などのサイトで一緒に学ぶ機会をつくったりしてはどうでしょうか。 

へいわってなにかな            ＊ 

ぼくはかんがえたよ 

おともだちとなかよし 

かぞくがげんき 

えがおであそぶ 

ねこがわらう 

おなかがいっぱい 

やぎがのんびりあるいてる 

けんかしてもすぐなかなおり 

ちょうめいそうがたくさんはえ 

よなぐにうまが、ヒヒーンとなく 

みなとには、フェリーがとまっていて 

うみには、かめやかじきがおよいでいる。 

やさしいこころがにじになる。 

へいわっていいね。へいわってうれしいね。 

みんなのこころから、 

へいわがうまれるんだね。＊ 

せんそうは、おそろしい 

「ドドーン、ドカーン」 

ばくだんがおちてくるこわいおと。 

おなかがすいて、くるしむこども。 

かぞくがしんでしまってなくひとたち。 

 

ああ、ぼくは、へいわなときにうまれてよかったよ。 

このへいわが、ずっとつづいてほしい。 

みんなのえがおが、ずっとつづいてほしい。 

へいわなかぞく 

へいわながっこう 

へいわなよなぐにじま 

へいわなおきなわ 

へいわなせかい 

へいわってすてきだね。 

これからも、ずっとへいわがつづくように 

ぼくも、ぼくのできることからがんばるよ 
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